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FLECTIONS

1990年、夏。本を書いてみたらどうかという勧

めがありました。それに対して僕は「ダレルのこ

とを中心になら」という条件を出してみたのです。

そして、これを前提に僕のこのアイデアをアメリ

カのダレルに率直に伝えてみたところ、彼の答え

は｢カメイカ書くなら｣ということで全面協力する

との約束を快くしてくれるものでした。ダレルは

そのアイデアにも内容にも一切の注文をつけず、

そして写真も新たに撮影するなら協力するとまで

申し出てくれたのです。しかも、一切の名声や金

銭を要求せずにです。僕はこのとき「ダレル自身

が執筆する気はないか」とも尋ねたのですが、彼

はきっぱりとその気のないことを話してくれまし

た。

ダレルの了解が得られてからは、僕はこの本を

書くのに多くの時間を必要としませんでした。ま

1977年、キャンベラ世界選手権。「世界チャンピ

オン」をもっとも身近に実感させてくれた瞬間。
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た、そのための写真のほとんども、すぐにアルバ

ムのなかから探し出すことができました。理由は

簡単です。普段から考え、思い、行っていること

を単に文章にするだけの作業だからです。ワープ

ロと暇さえあれば、何ら考えた')悩んだりするこ

ともないのです。ここに書かれている内容はすべ

て僕のアーチェリーの根底となるものであり、僕

の身近な人なら知っている中身ばかりかもしれま

せん。しかし、そんな単純な作業のなかで唯一僕

自身が再確認させられたのは、やはりダレルの偉

大さとそれゆえに僕が彼から受けた影響の大きさ

です。

僕がアーチェリー始めた1909年、時代はレイ・

ロジャースからハーディー・ワードへと移')変わ

ったときでした。翌1970年、ワードが全関西選手

権にオープン参加のため初来日したとき、この大

会に参加した僕は初めて見る「世界チャンピオン」

に大変な感銘を受けました。当時、僕は高校2年

生。そして、ワードは僕のシューティングの基礎

となったのです。その後、1971年ヨーク世界選手

権と1972年ミュンヘン・オリンピックでのジョン

・ウィリアムスの勝利と驚異的な記録は彼の時代

を確定的なものにし、僕に「世界」を考えるきっ

かけを与えてくれたのです。ウィリアムスはスタ

ーであり、同時に手の届かない漠然とした目標で

した。ちなみに彼は僕と同い年で、いまでは友人

です。

ウィリアムスが世界の項点に立っていたころの

1973年、僕はジョンよ0も先にダレルに会いまし

た。しかし、そのころのダレルは僕にとっては

「ブレザーの似合わないガキ」でしかありません

でした。それが具体的目標、そして神のような存

在に変わってきたのは、やはり1975年のインター

ラーケン世界選手権で彼が世界記録を更新してか

らです｡｢すごい記録」と「変なスタビライザー｣、

ただこれだけの情報に対し、必死でそこにイマジ

ネーションを巡らしたことを覚えています。そし

てこの年、中本新二さんがもっていた1252点(19

71年当時の世界記録）の日本記録を初めて10点更

新するのに僕が使ったスタビライザーは、写真も

見ずに単にうわさと憧れが造り出したものであり、

言うまでもなく、これ力撲がダレルから受けた最

初の影響でした。このように徐々 に僕の意識のな

かでダレルが大きな部分を占めるようになるので

すが、それは彼のチャンピオンとしての影響力と

いうものではなく、もっと現実的なものでした。

1978年、全米選手権。僕のシ

ューティングフォームの基礎

となるものを教えてくれたノミ

ーディー・ワードとともに。
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当時、世界で勝つためにはダレルを倒さなければ

不可能だったのです。

そして、1977年キャンベラ世界選手権個人2

位、70ml位、団体3位という僕にとっての幸せ

な瞬間がありました。やっと、そして多分世界で

初めて公式戦でアメリカ人以外のアーチャーにダ

レルは敗れたのです。同じターケットをシュート

するダレルを僕は倒したのです。しかしそれも束

の間、この出来事は僕に新たな目標を提示しまし

た。漠然とした存在であった｢･世界チャンピオン」

を、どうしようもなく身近に実感させてくれたの

です。表彰台に上りふと横を見ると、僕より高い

ところにマッキニーが立っていました。そのとき

「世界チャンピオン」の称号は、世界でその頂点

に立つたったひとりの人間にしか許されないこと

を思い知らされたのです。チャンピオンに比べれ

ば、2位も3位も足元のひとりにしかすぎません。

僕はどうしても「世界チャンピオン」になりたか

った。その思いは昔もいまも同じです。だから、

僕のなかにずっとダレルがいたのです。

あのころからキーワードとして、僕の心に残っ

ているものがあります。「アメリカ人の心が欲し

い｣－勝つために本気でずっと考え続けてきた

ことです。それが、ある錯f党や瞳れを十分に含ん

だものであることは知っています。しかし、たと

えば僕が2位になれたのも、この本を書けたのも、

僕自身力幸}一分に日本人の心をもった人間だから、

ということも理解してほしいのです。当時は「も

し日本人を世界チャンピオンにしようとすれば、

国内で隔離してしまうか、あるいは最初からアメ

リカで育てるしかない」と本気で考えていました。

いまも基本的な部分に変わ')はありません。

世界で表彰台に上がるのは大変なことです。し

かも、あと1本の矢をシュートしてチャンピオン

か2位かが決まるという瞬間は、もうテクニック

や体力といった小手先の世界ではありません。そ

の個人のもつ心の問題で､す。心には、豊かさがな

ければリラックスは生まれません。そして、アー

チェリーが楽しくなければ継続も向上も望めませ

ん。日本人的根性論やがむしゃらなハングリー精

神、コンプレックスの裏返しのようなガッツだけ

ではチャンピオンにはなれないのです。

この本のなかで、僕はダレルのことを「アーチ

ャー」と表現しています。それは、どうしようも

1991年、京都にて。バース、

マッキニー、ローデスと。
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なく不器用なアーチャーです。他のチャンピオン

がその栄光を背景に選手を退いた後も華やかな地

位や肩書きを手に入れているのに対し、彼だけは

昔とまったく変わることない姿勢で、いまも選手

としてシューティングラインをまたいでいるので

す。彼の成し得たことから考えれば、もっと違っ

た生き方ややり方があるはずなのに、そうしよう

とはしないのです。ダレルはアーチェリーに、そ

してアーチャーにこだわり続けるのです。

1988年のソウル・オリンピック前、ダレルは当

時のハミルトンの自宅（といっても車で牽引する

モービルハウスですが）で、インタヴューに「モ

ントリオール（1976年）で僕は文句なく世界一だ

った。しかし、1984年（ロサンゼルス）は、ほぼ

世界一に過ぎなかった」と答えています。そして、

「オリンピックは、だれが世界一かを決めるため

のものだ。芝生の家も素敵な車もあきらめたのは、

うそっぱちの金メダルのためじゃない」「金メダ

リストの誰もがビールのコマーシャルで稼げるわ

けじゃない」とも話しています。それらの言葉

が、モスクワ・オリンピックをボイコットしたア

メリカ政府と、ロサンゼルス・オリンピックをボ

イコッ卜したソ連や剰吹諸国への非難であると同

時に、彼のソウルでの12年ぶりの真のチャンピオ

ンへの意気込みを示唆するものであることは言う

までもありません。そしていま、1991年。ダレル

のアーチェリーに対する'情熱や姿勢は、環境こそ

変われど、本質的には何も変わってはいませんで

した。

ダレルがアーチェリーをやめない理由。もっと

正確にはシューティングすることにこだわり続け

る理由。それは彼がどうしようもなく「アーチェ

リーを大好き」であり、「アーチェリーを愛して

いる」からにほかなりません。だから、僕は友人

でもないダレルが好きなのです。僕も、アーチェ

リーという競技に他の競技同様、体力的限界や引

退の理由があることを望むときがあI）ます。しか

し仮にそうあったとしても、ダレルはアーチェリ

ーを続けるでしょう。たとえ点数や順位が初心者

と競るものであっても、彼はきっとそうするはず

です。僕はそんな『偉大なる世界チャンピオン

ダレル．ペイス』と共にアーチェリーを続けてい

くつもりです。なぜなら、僕もアーチェリーを心

から愛しているからです。
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『過去のことは考えない。過去ではなく、将来に

目を向ける。過去はどうやっても変えることはで

きない。でも、未来なら自分の力で切り拓くこと

ができるからね』 ダレル・ペイス
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